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新任教授のご紹介

小児科　　岡　明

 【杏林大学医学部付属病院】
 〒 181-8611  三鷹市新川 6-20-2
 ℡ 0422-47-5511（代表）
 http://www.kyorin-u.ac.jp/hospital

最終学歴 : 東京大学医学部卒業
職歴 : 昭和 59 年東大病院小児科入局、昭和 61 年遠州総合病院小児科、昭
和 63 年国立小児病院神経科、平成元年ワシントン大学セントルイス小児病
院神経科、平成２年 ハーバード大学ボストン小児病院神経科、平成５年東
大病院小児科助手、平成８年国立精神・神経センター神経研究所、平成 10
年鳥取大学医学部脳神経小児科助教授、平成 16 年国立成育医療センター神
経内科（小児神経科）医長、平成 19 年東大病院小児科准教授

最終学歴：慶應義塾大学医学部卒業
職歴：昭和 57 年慶應大学医学部内科、昭和 59 年国立埼
玉病院内科、昭和 61 年慶應大学医学部循環器内科、平成
１年足利日赤病院循環器科、平成 4 年川崎医大循環器内科、
平成 6 年国立循環器病センター心臓内科、平成 11 年慶應
大学循環器内科講師、平成16年慶應大学教育統轄センター
講師、平成 19 年慶應大学教育統轄センター准教授

　

こ
の
度
、
小
児
科
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

小
児
科
医
療
に
携
わ
る
様
に
な
っ
て
25
年
に

な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
に
小
児
科
医
療
は
着
実

に
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
、
生
下
時
体

重
が
数
百
グ
ラ
ム
と
い
っ
た
早
産
低
出
生
体
重

児
の
多
く
が
、
今
で
は
後
遺
症
な
く
育
つ
こ
と

が
で
き
ま
す
が
、
私
が
駆
け
出
し
の
医
師
の
こ

ろ
に
は
夢
の
よ
う
な
話
で
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
小
児
を
取
り
巻
く
環
境
や
小

児
救
急
の
課
題
な
ど
、
小
児
科
医
が
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
い
け
な
い
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
問
題
を
、
大
学
病

院
の
社
会
的
な
責
任
と
し
て
一
つ
一
つ
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
容
態
が
急
変
し
や
す
い
乳
幼
児
へ

の
対
応
や
、
虐
待
・
ネ
グ
レ
ク
ト
な
ど
で
は
、

地
域
の
医
療
機
関
が
連
携
を
と
っ
て
対
処
す
る

こ
と
が
非
常
に
重
要
で
す
。
し
か
し
、
紙
上
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
と
い
う
だ
け
で
は
、
本
当

の
意
味
で
の
連
携
は
で
き
ま
せ
ん
。
お
互
い
に

顔
が
見
え
る
形
で
の
地
域
連
携
が
、
私
が
理
想

と
す
る
形
で
す
。
日
頃
か
ら
、
地
域
の
医
療
機

関
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
機
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
地
域

の
先
生
方
と
お
話
を
し
て
、
そ
の
よ
う
な
機
会

を
私
達
自
身
で
も
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

吉
野
教
授
と
協
力
し
て
、
循
環
器
内
科

の
診
療
を
更
に
充
実
さ
せ
る
た
め
赴
任
い

た
し
ま
し
た
。
吉
野
教
授
が
築
い
て
こ
ら

れ
た
診
療
・
教
育
の
シ
ス
テ
ム
を
更
に
発

展
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
若

い
頃
に
は
循
環
器
疾
患
の
侵
襲
的
検
査
・

治
療
を
中
心
に
仕
事
を
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
種
々
の
特
色
あ
る
施
設
に
勤
務
す
る

中
で
運
動
生
理
学
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
含
む
）、
循
環
器
診
察
法
、
肺
高
血

圧
症
、
無
呼
吸
症
候
群
、
循
環
器
教
育
な

ど
も
専
門
と
し
て
勉
強
し
て
参
り
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
利
用
し
て
循
環
器
内
科
診

療
の
幅
を
広
げ
る
と
共
に
基
礎
的
循
環
器

診
断
法
の
教
育
に
関
し
て
も
力
を
尽
く
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
私
の
専
門
の
肺

高
血
圧
症
に
関
し
ま
し
て
は
、
杏
林
大
学

を
日
本
一
の
肺
高
血
圧
症
セ
ン
タ
ー
に
育

て
上
げ
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

・診療科紹介

　産科／婦人科／放射線科

・新型インフルエンザ対策訓練を開催

・初期臨床研修医 53 名が入職

・三鷹・武蔵野認知症連携を考える会を開催

循環器内科　　佐藤　徹

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
程
、
平
成
19
年
度
の
Ｄ
Ｐ
Ｃ
導
入
・
準
備
病
院

で
の
症
例
数
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
公
表
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
（
表
①
参
照
）
に
よ
り
ま
す
と
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
て
い

る
東
京
都
126
施
設
の
中
で
、
脳
血
管
障
害
、
虚
血
性
心
疾
患
、
が
ん
、

糖
尿
病
の
4 
つ
の
疾
病
に
お
い
て
、
杏
林
大
学
病
院
は
い
ず
れ
も
多
い

症
例
数
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
4
大
疾
患
で
上
位
ラ
ン
ク
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
、
当
院
の
脳
血
管
障
害
の
平
成
19 
年

7
月
か
ら
12
月
ま
で
の
6
ヶ
月
間
の
症
例
数
は
64 

件
で
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を

導
入
し
て
い
る
東
京
都
内
の
病
院
で
最
も
多
い
第
1
位
の
件
数
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
虚
血
性
心
疾
患
は
66 

件
で
第
9
位
、
が
ん
は

502 
件
で
第
10
位
、糖
尿
病
で
は
17
件
で
第
16
位
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
て
い
る
全
国

1,428 
施
設
を
対
象
に
行
っ
た
症
例

数
や
、
緊
急
入
院
症
例
数
、
救
急
車
搬
送
症
例
数
の
調
査
に
お
い
て
も

同
様
に
、
当
院
は
平
均
よ
り
も
遥
か
に
多
い
症
例
数
で
高
順
位
と
な
っ

て
い
ま
す
（
表
②
参
照
）。
特
に
、
6
ヶ
月
間
の
救
急
搬
送
症
例
数
は
、

全
国
平
均
が
１
施
設
あ
た
り
336 

例
な
の
に
対
し
、
杏
林
大
学
病
院
は

1,583 

例
で
、
全
国
で
第
6
位
と
な
っ
て
お
り
、
当
院
は
緊
急
入
院
の
受

け
入
れ
患
者
が
多
い
、
全
国
で
も
有
数
の
病
院
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

■
厚
生
労
働
省
が
19
年
度
Ｄ
Ｐ
Ｃ
症
例
数
を
公
表

疾病名
上位 40 施設 杏林大学病院

平均件数 上限～下限件数 件数 順位

①脳血管障害 ３６ ６４ ～ ２２ ６４ １位

②虚血性心疾患 ５３ １０９ ～ ２９ ６６ ９位

③がん ３５７ ９４７ ～ １５８ ５０７ １０位

④糖尿病 １９ ５７ ～ １０ １７ １６位

１）ＤＰＣ症例数 ２）緊急入院症例数 ３）救急車搬送症例数

杏林大学病院 ９, ３１９ ３, ７６９ ４０% １, ５８３ ４２%

全国平均 ２, ６７１ １, ２３３ ４６% ３３６ ２７%

順位
全国 １４位 １３位 ６位

東京都 ７位 ２位 ２位

表①　平成１９年度 東京都ＤＰＣ導入・準備病院（１２６施設）における ４疾病 月当り症例数

表②　平成１９年度 ＤＰＣ導入・準備病院での症例数・緊急入院症例数・救急車搬送症例数

【DPC（Diagnosis Procedure Combination）とは】
比較的大きな病院では包括診療制度（病名によって診療費が定
まっている）を導入していますが、同じ病名の患者さんが全て
同じ診療費になるわけではありません。年齢や手術の有無など
の条件で、診療費は異なります。DPC とは、このような条件
を詳細に区分けした診断群分類のことを指します。

（ 対象 ： １，４２８施設 ）

■ 09 年公開講演会上半期スケジュール
　杏林大学では、毎年本学の特色を活かして、医
療・健康・社会問題・ことばや文学などをテーマに、
公開講演会・公開講座を実施しています。この度、
７月までの医療に関する講演会のスケジュールが
確定しました。どなたでも受講可能です。多くの
皆様のお越しをお待ちしております。

●５月２３日（土）　13：30 ～ 15：00
　　　　　腫瘍内科　教授　古瀬　純司

● 7 月  4 日（土）　13：30 ～ 15：00
　  　　　   感染症科　講師　小林　治

●６月２７日（土）　13：30 ～ 15：00
          眼科（アイセンター）　教授　平形　明人

入場無料・申込不要　
会場：杏林大学病院大学院講堂

■
診
療
科
名
変
更
と

　
　

新
設
部
門
の
お
知
ら
せ 

　

2009
年
度
の
組
織
改
変
に
伴

い
、
一
部
の
診
療
科
名
が
変

更
さ
れ
、
新
た
に
1
部
門
が

新
設
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も

診
療
体
制
を
整
え
、
充
実
し

患者サービス室

■ 科名変更

■ 新設部門

変更前 変更後
腫瘍科 腫瘍内科

栄養科 栄養部

た
医
療
の
提
供

に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

厚
生
労
働
省HP 

：http://W
W

W
.m

hlw.go.jp/shingi/2008/05/s0509-3.htm
l
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診
療
科
紹
介

■ 
産
科　

　

産
科
で
は
正
常
妊
娠
か
ら
産
科
合
併
症
や
合
併
症
妊
娠
な
ど
の

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
娠
ま
で
、
す
べ
て
の
妊
娠
・
分
娩
を
対
象
と
し
て

扱
っ
て
い
ま
す
。
取
り
扱
い
分
娩
数
は
年
々
増
加
し
て
お
り
、
現

在
で
は
年
間
約

1000
件
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
総
合
周
産
期
セ
ン

タ
ー
と
し
て
高
度
の
医
療
を
行
っ
て
い
る
た
め
、
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

娠
に
よ
る
帝
王
切
開
率
は
30~

40
％
で
す
。
同
時
に
、正
常
妊
娠
・

分
娩
に
関
し
て
は
助
産
師
外
来
や
院
内
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

充
実
を
図
り
、
き
め
細
や
か
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
地
域
開
業
の
先
生
方
と
は
年
数
回
の
研
究
会
で
交
流
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
妊
婦
健
診
の
病
診
連
携
で
あ
る
セ
ミ
オ
ー
プ
ン

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
ス
ム
ー
ス
な
診
療
に
努
め
て
お
り
ま
す
。今
後
、

開
業
の
先
生
方
と
の
よ
り
強
固
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
推
進
し

て
い
く
所
存
で
す
。

正
常
分
娩
か
ら
ハ
イ
リ
ス
ク
ま
で
、
全
て
の
妊
娠
・
分
娩
を
扱
う

■ 

婦
人
科　

悪
性
腫
瘍
を
中
心
に
幅
広
い
疾
患
に
対
応

　

婦
人
科
は
子
宮
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど
の
悪
性
腫
瘍
（
手
術
・

放
射
線
・
化
学
療
法
な
ど
）
を
中
心
と
し
て
、
子
宮
筋
腫
（
子
宮

温
存
術
、
子
宮
動
脈
塞
栓
術
、
内
視
鏡
に
よ
る
手
術
な
ど
）
や
卵

巣
嚢
腫
（
腹
腔
鏡
な
ど
）
な
ど
の
良
性
疾
患
、
不
妊
・
内
分
泌
疾

患
等
幅
広
く
診
療
し
て
い
ま
す
。
特
に
婦
人
科
が
ん
に
つ
い
て
は

こ
こ
２
～
3
年
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
患
者
数
は
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
多
摩
地
区
の
研
究
会

で
は
開
業
医
の
先
生
に
と
り
、
明
日
の
臨
床
に
役
立
つ
テ
ー
マ
を

取
り
上
げ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
開
業
医
の
先

生
方
の
後
ろ
盾
と
な
り
安
全
と
利
益
を
守
る
こ
と
を
第
一
と
し
、

お
困
り
に
な
っ
た
症
例
で
も
、「
こ
ん
な
症
例
を
」
と
思
わ
れ
る

よ
う
な
症
例
で
も
ど
う
ぞ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。
病
態
の
軽
い
症
例

や
治
療
後
の
フ
ォ
ロ
ー
可
能
な
も
の
の
ほ
か
、
産
科
に
合
併
す
る

子
宮
頸
部
異
形
成
な
ど
で
、
産
科
は
開
業
医
の
先
生
方
に
、
異
形

成
の
疾
患
は
当
院
で
、
と
い
う
よ
う
に
2
人
主
治
医
で
役
割
分
担

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
杏
林
大
学

病
院
で
治
療
し
て
良
か
っ
た
と
患
者
さ
ん
が
思
っ
て
く
だ
さ
る
こ

と
が
、
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
対
す
る
最
大
の
恩
返
し
で

あ
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　平成 21 年 2 月 17 日に全面的に改
定された「新型インフルエンザ対策行
動計画」「同ガイドライン」を受けて、
各地域においても新型インフルエンザ
発生時の医療体制整備が重要な課題と
なっています。当院が属する北多摩南
部保健医療圏の具体的な医療体制を構
築するため、多摩府中保健所の主催で、

■ 新型インフルエンザ対策訓練を開催

三鷹市、三鷹市医師会、三鷹消防署と連携をとり、実際に新型インフルエン
ザが大流行したと想定した合同対策訓練が 3 月 25 日（水）に当院で行われ
ました。
　訓練には、市や保健所の職員、当院の医療スタッフなど、総勢約 150 名が
参加し、受付から、専門に用意した発熱外来での診察、会計までの流れや救
急車により搬送された重症患者の受入順路の確認を行いました。また、前述
訓練に先立ちインストラクター指導のもと、感染防護具の着脱も体験しまし
た。今後より一層、北多摩南部医療圏内の関係各機関と連携を密にし、新型
インフルエンザ対策を策定いく所存です。

■ 

放
射
線
科　

　

放
射
線
科
は
医
師
、
技
師
、
看
護
師
、
事
務
、
看
護
助
手
な
ど
を

合
わ
せ
る
と
100
名
以
上
の
ス
タ
ッ
フ
が
働
く
大
所
帯
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
職
種
を
越
え
て
協
力
し
合
い
、
高
精
度
の
画
像
診
断
、
治
療
を
提

供
で
き
る
よ
う
日
々
研
鑽
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

診
断
部
門
で
は
、
一
昨
年
に
は
Ｃ
Ｔ
、
昨
年
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
最
新
鋭

装
置
へ
の
更
新
や
増
設
を
行
い
、
各
診
療
科
や
地
域
の
関
連
病
院
か

ら
の
依
頼
に
最
新
の
医
療
で
応
え
る
べ
く
努
力
を
続
け
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
放
射
線
治
療
部
門
で
は
、
近
年
の
治
療
効
果
へ
の
理
解
と

ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、
当
院
で
も
放
射
線
治
療
医
を
中
心
に

最
先
端
の
治
療
が
数
多
く
行
な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
杏
林
大
学
で
は

2006
年
に
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
（
パ
ッ
ク
ス
）
と
呼
ば

れ
る
画
像
の
保
存
配
信
シ
ス
テ
ム
を
い
ち
早
く
取
り
入
れ
、
検
査
か

ら
結
果
ま
で
を
よ
り
迅
速
に
行
な
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
す
で
に
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
、
デ
ジ
タ
ル

（
Ｃ
Ｄ
）
に
よ
る
画
像
の
提
供
や
受
け
入
れ
も
Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
シ
ス
テ
ム

が
も
た
ら
す
恩
恵
の
一
つ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
診
療
を
提
供
す
べ
く
、
人
、
設
備
の
両
面

か
ら
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

最
新
鋭
の
装
置
で
高
精
度
の
画
像
診
断
・
放
射
線
治
療
を
提
供

　
「
三
鷹
・
武
蔵
野
認
知
症
連
携
を
考
え
る
会
」
は
、
三
鷹
市
、
武

蔵
野
市
在
住
の
認
知
症
患
者
を
地
域
で
支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
組
織
さ
れ
た
委
員
会
で
す
。

2007
年
７
月
に
杏
林
大
学
病
院
で
準

備
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
以
後
は
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W 

G
）
と
し
て
実
地
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は
杏
林
大
学
病
院
、
武

蔵
野
赤
十
字
病
院
を
中
核
病
院
と
し
て
、
三
鷹
市
、
武
蔵
野
市
医
師
会
、
行
政
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
方
々
計
24
名
で
す
。
当
院
か
ら
は
、
も
の
忘
れ
セ
ン

タ
ー
の
医
師
、
看
護
師
、
地
域
医
療
連
携
室
・
医
療
福
祉
相
談
係
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
等
が
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
は
医
療
面
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
介
護
、
福
祉
の
面
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト

が
重
要
で
あ
り
、
病
院
の
診
療
だ
け
で
は
お
よ
そ
患
者
さ
ん
を
看
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
世
間
で
老
々
介
護
、
認
々
介
護
の
問
題
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
認
知
症
高
齢
者
と
そ
の
家
族
が
安
心
し
て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
は
、
社
会

が
一
体
と
な
っ
て
支
え
て
い
く
環
境
作
り
が
必
要
で
す
。
Ｗ
Ｇ
活
動
の
詳
細
は
改

め
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
現
在
、
周
辺
症
状
（
徘
徊
や
幻
覚
な
ど

の
精
神
症
状
）
へ
の
対
応
、
認
知
症
の
早
期
診
断
、
病
診
連
携
の
具
体
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
広
範
な
連
携
業
務
ゆ
え
各
職
種
の
意
見
を
き
ち
っ
と
取

り
入
れ
、
地
に
足
の
つ
い
た
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

■
「
三
鷹
・
武
蔵
野
認
知
症
連
携
を
考
え
る
会
」
を
開
催

　

当
院
で
2
年
間
の
初
期
臨
床
研
修
を
受
け
る
医
師
53
名
が
入
職

し
、
4
月
1
日
（
火
）
始
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　

入
職
式
で
東
原
英
二
病
院
長
は
、自
身
の
経
験
を
振
り
返
り「
い

ま
考
え
る
と
、た
だ
机
の
上
で
勉
強
す
る
だ
け
の
大
学
の
勉
強
は
、

と
て
も
楽
な
も
の
で
し
た
。
本
当
の
勉
強
は
こ
こ
か
ら
で
す
。
実

際
に
患
者
さ
ん
を
相
手
に
し
た
勉
強
が
こ
こ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

つ
ら
く
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
医
者
に
な
っ
て
か
ら
の
勉
強

は
患
者
さ
ん
の
喜
び
や
自
分
が
社
会
で
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」と
、励
ま
し
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

■
初
期
臨
床
研
修
医
53
名
が
入
職

A プログラム B プログラム
C プログラム

（内科重点）

D プログラム
（外科重点）

E プログラム

（小児科重点）

F プログラム
（産婦人科重点）

３８名 ７名 ４名 ２名 １名 １名

～
患
者
と
家
族
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
～

こ
の
励
ま
し
の
言
葉
に
応
え
て
、

研
修
医
代
表
の
島
田 

大
輔 

医
師
が

「
学
園
の
規
則
を
守
り
、
ま
た
ご
指

導
く
だ
さ
る
先
生
の
指
示
に
従
い
、

専
心
研
修
に
励
む
こ
と
を
誓
い
ま

す
」
と
研
修
を
始
め
る
に
当
た
っ

て
の
宣
誓
を
し
て
、
東
原
病
院
長

に
宣
誓
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

研修プログラムと人数


